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徳
川
将
軍
家
と
会
津
松
平
家

　

会
津
藩
に
つ
い
て
は
、
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
悲
劇
の
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
幕
末
に
い
た
る
ま
で
の
歴
史
は
、
も
っ
と
様
々
な
視
点
か
ら
見
直
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
展
示
で
は
、
幕
府
や
将
軍
家
と

の
関
わ
り
と
い
う
点
に
神
経
を
集
中
さ
せ
て
、
ぜ
ひ
展
示
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
松

平
容
保
が
、
一
四
代
将
軍
家
茂
の
命
を
受
け
て
京
都
守
護
職
と
い
う
役
職
に
つ
い

て
活
躍
し
た
こ
と
。
幕
府
に
よ
る
全
国
的
な
海
防
政
策
の
中
で
、
会
津
藩
兵
が
蝦

夷
地
警
備
や
江
戸
湾
警
備
な
ど
を
勤
め
た
こ
と
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
会
津
松
平
家
の

祖
で
あ
る
保
科
正
之
が
、
三
代
将
軍
家
光
の
異
母
弟
で
あ
り
、
四
代
将
軍
家
綱
を

補
佐
し
幕
政
に
重
き
を
な
し
た
こ
と
。
正
之
を
先
例
と
し
て
、
将
軍
後
継
者
の
元

服
の
際
に
は
会
津
松
平
家
が
理
髪
の
役
を
勤
め
る
家
柄
と
さ
れ
た
こ
と
等
々
。
会

津
藩
の
歴
史
が
、
も
っ
と
広
が
り
を
も
っ
て
見
え
て
く
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
歴
史
担
当　

高
橋
充
）

■
秋
の
企
画
展
《
徳
川
将
軍
家
と
会
津
松
平
家
》
は
、
平
成
一
八
年
九
月
三
〇
日
（
土
）
か
ら
一
一
月
五
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
・
大
学
生
六
〇
〇
円
（
四
八
〇
円
）
／
高
校
生
三
五
〇
円
（
二
八
〇
円
）
／
小
・
中
学
生
二
三
〇
円
（
一
八
〇
円
）（　

）
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
の
場
合
の
料
金
で
す
。

関
連
行
事

○
記
念
講
演
会

「
天
下
泰
平
の
終
焉

―

悲
劇
の
会
津
松
平
家
と
徳
川
将
軍
家―

」

講
師　

德
川
記
念
財
団
理
事
長德

川
恒
孝
さ
ん

日
時　

一
〇
月
一
日（
日
）午
後
一
時
半
〜

会
場　

講
堂

「
戊
辰
戦
争
前
後
の
会
津
」

講
師　

中
央
大
学
教
授　

松
尾
正
人
さ
ん

日
時　

一
〇
月
八
日（
日
）午
後
一
時
半
〜

会
場　

講
堂

○
展
示
解
説
会

日
時　

九
月
三
〇
日（
土
）午
前
一
〇
時
〜

一
一
月
四
日（
土
）午
後
一
時
半
〜

一
一
月
五
日（
日
）午
後
一
時
半
〜

秋
の
企
画
展

会
期　

9
月
30
日（
土
）〜
11
月
5
日（
日
）

福
島
県
立
博
物
館
・
若
松
城
天
守
閣
共
同
企
画
展

福
島
県
立
博
物
館
開
館
二
〇
周
年
記
念

○
開
館
二
〇
周
年
、
若
松
城
天
守
閣
と
の
初
の
共
同
開
催

　

県
立
博
物
館
は
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
こ
の
秋
に
開
館
二
〇
周

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
す
る
企
画
展
は
「
徳
川
将
軍
家

と
会
津
松
平
家
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
若
松
城
天
守
閣
と
の
初
め
て
の
共
同
開

催
と
い
う
形
で
行
い
ま
す
。

　

若
松
城
公
園
内
に
隣
接
す
る
博
物
館
と
天
守
閣
の
二
会
場
で
同
時
に
開
催
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
サ
ブ
テ
ー
マ
を
設
け
て
い
ま
す
。
博
物
館
会
場
は
、「
葵
の

絆
」
が
テ
ー
マ
で
、
徳
川
家
康
・
保
科
正
之
を
は
じ
め
と
す
る
人
物
を
、
関
連
資

料
に
よ
っ
て
紹
介
し
な
が
ら
、
両
家
の
む
す
び
つ
き
を
、
時
代
を
追
っ
て
た
ど
り

ま
す
。
天
守
閣
会
場
は
、「
激
動
の
幕
末
」
を
テ
ー
マ
に
、
幕
末
の
政
局
や
時
代

状
況
、
徳
川
家
茂
・
慶
喜
や
松
平
容
保
の
動
向
を
紹
介
し
て
ゆ
き
ま
す
。

○
德
川
記
念
財
団
の
特
別
協
力

　

今
回
の
企
画
展
の
大
き
な
見
所
は
、
徳
川
宗
家
（
将
軍
家
）
に
伝
来
し
た
歴
史

資
料
・
美
術
作
品
が
数
多
く
出
品
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
御
所
蔵
者
で
あ

る
財
団
法
人
德
川
記
念
財
団
の
格
別
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
現
し
た
企
画
展

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歴
代
将
軍
の
姿
を
描
い
た
肖
像
画
や
自
筆

の
書
画
、
夫
人
た
ち
の
身
の
回
り
を
飾
っ
た
品
々
な
ど
を
御
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
幕
末
の
政
治
史
を
語
る
重
要
資
料
で
あ
る
徳
川
宗
家
文
書
の
中
か
ら
、
初
公

開
と
な
る
も
の
を
含
め
て
展
示
し
ま
す
。

展
示
構
成

プ
ロ
ロ
ー
グ　

江
戸
幕
府
の
成
立　
初
代
将
軍
徳
川
家
康

第
一
章　
　
　

泰
平
の
世　
秀
忠
・
家
光
・
家
綱
と
保
科
正
之

第
二
章　
　
　

歴
代
将
軍
の
す
が
た　
綱
吉
か
ら
慶
喜
ま
で

第
三
章　
　
　

ふ
た
り
の
御
台
所　
天
璋
院
と
和
宮

第
四
章　
　
　

会
津
藩
と
歴
代
藩
主　
正
経
か
ら
容
保
ま
で

第
五
章　
　
　

激
動
の
幕
末

エ
ピ
ロ
ー
グ　

そ
の
後
の
徳
川
宗
家
と
会
津
松
平
家

（右）太刀　銘　来国光　家康所用
（德川記念財団蔵）

（左上）蒔絵箱入守袋　家光所持
（日光山輪王寺蔵）

（左下）保科正之筆　河骨鶺鴒図
（德川記念財団蔵）

（右）松平容保筆　東照宮神号
（日光東照宮蔵）

（左）錦手獅子香炉　天璋院所用
（德川記念財団蔵）

（表紙）金扇馬標（久能山東照宮博物館蔵）

※記念講演会は、当日10：30より博物館受付で入場整理券を配布します。



回
答
者

自
然
担
当

竹
谷
陽
二
郎

Ｑ
：
最
近
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
に
新
し
い
名
前
が
つ
い
た

と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

Ａ
：
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
は
、
化
石
を
よ
く
知
ら
な
い
人

で
も
、
一
度
は
そ
の
名
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
た
い
へ
ん

有
名
な
化
石
で
す
ね
。
こ
の
動
物
は
ハ
虫
類
に
属
し
、
中
生

代
ジ
ュ
ラ
紀
か
ら
白
亜
紀
に
か
け
て
、
世
界
中
の
海
に
生
き

て
い
た
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
の
仲
間
で
す
。
体
の
前
後
に
あ
る

ヒ
レ
を
使
っ
て
た
く
み
に
泳
ぎ
、
長
い
首
を
動
か
し
て
海
中

の
動
物
を
食
べ
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
は
、
昭
和
四
三
年
に
、
い
わ
き
市

大
久
町
の
大
久
川
で
、
当
時
高
校
二
年
生
で
あ
っ
た
鈴
木
直

さ
ん
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
国

立
科
学
博
物

館
に
よ
っ
て

本
格
的
な
発

掘
が
行
わ
れ
、

五
〇
〇
個
ほ

ど
あ
る
ク
ビ

ナ
ガ
リ
ュ
ウ

の
骨
の
う
ち

半
分
近
い
骨

が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
首
の
部
分
は
川
の
浸
食
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
幸
い
、
頭
骨
・
胸
骨
・
四
肢
骨
・
骨
盤
な
ど
重
要

な
部
分
が
見
つ
か
り
、
そ
れ
を
も
と
に
全
身
の
骨
格
が
復
元

さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
が
発
見
さ
れ
た
地
層
は
、
白
亜
紀

後
期
の
、
今
か
ら
約
八
五
〇
〇
万
年
前
の
双
葉
層
群
玉
山
層

で
す
。
こ
の
こ
と
と
、
発
見
者
の
鈴
木
直
さ
ん
の
名
前
を
と

り
、「
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
で

も
こ
の
名
前
は
「
和
名
」
と
い
っ
て
、
日
本
で
だ
け
通
用
す

る
名
前
で
す
。
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
正
式
な
名
前
は
「
学

名
」
で
す
。
例
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
人
類
は
「
ヒ
ト
」
で
す
が
、

正
式
な
学
名
は
「
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
」
で
す
。
こ
れ
は
、

人
類
が
ホ
モ
属
の
サ
ピ
エ
ン
ス
種
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
は
、
今
ま
で
学
名
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
太
平
洋
地
域
か
ら
発
見
さ
れ
た
白
亜

紀
の
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
化
石
は
、
保
存
の
良
い
標
本
が
少
な

く
、
分
類
研
究
も
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
が
他
の
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
と
同
じ
種

類
か
ど
う
か
、
比
較
が
難
し
か
っ
た
の
が
主
な
理
由
で
す
。

　

こ
の
た
び
新
た
な
研
究
で
、
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
は
ク

ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
の
エ
ラ
ス
モ
サ
ウ
ル
ス
科
に
属
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
太
平
洋
地
域
で
発
見
さ

れ
た
十
数
種
類
の
エ
ラ
ス
モ
サ
ウ
ル
ス
科
の
標
本
と
比
べ
て
、

目
と
鼻
の
間
が
広
い
、
鎖
骨
の
形
状
が
違
う
、
比
較
的
長
い

上
腕
骨
を
も
つ
こ
と
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
新
属
・
新
種
と
判

断
さ
れ
ま
し
た
。
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
の
進
化
や
発
展
を
解
明

す
る
上
で
た
い
へ
ん
大
き
な
成
果
で
す
。
研
究
し
た
の
は
、

国
立
科
学
博
物
館
の
佐
藤
た
ま
き
特
別
研
究
員
・
真
鍋
真
主

任
研
究
官
、
そ
し
て
発
掘
以
来
研
究
を
続
け
ら
れ
た
群
馬
県

フ
タ
バス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
に

名
前
が
つい
た
？

立
自
然
史
博
物
館
の
長
谷
川
善
和
館
長
の
研
究
チ
ー
ム
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
古
生
物
学
会
誌
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
、「
フ
タ
バ

サ
ウ
ル
ス
・
ス
ズ
キ
イ
」
と
い
う
名
が
正
式
に
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
の
名
が
学
名
に
残
っ
て
い
る

の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

福
島
県
立
博
物
館
の
自
然
部
門
展
示
室
に
は
、
フ
タ
バ
ス

ズ
キ
リ
ュ
ウ
の
全
身
骨
格
（
複
製
）
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

正
式
な
学
名
が
つ
い
た
姿
を
あ
ら
た
め
て
眺
め
て
み
る
と
、

気
の
せ
い
か
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
立
派
に
見
え
ま
す
。

企
画
展

「
布
の
声
を
き
く
」

関
連
事
業

◎
記
念
講
演
会

平
成
一
八
年
七
月
二
九
日
（
土
）

「
北
の
衣
の
文
化
」

講
師　

青
森
中
央
学
院
大
学
講
師　

田
中
忠
三
郎
さ
ん

田
中
さ
ん
は
こ
ん
な
方
で
す

　

田
中
忠
三
郎
さ
ん
は
青
森
市
在
住
の
民
俗
研
究
者
で
す
。

そ
の
田
中
さ
ん
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
、
今
回
の
展

覧
会
で
は
多
く
の
印
象
的
な
資
料
を
お
借
り
し
て
展
示
し
て

い
ま
す
。
展
示
室
に
入
っ
て
ま
ず
最
初
に
ご
ら
ん
い
た
だ
く

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
津
軽
地
方
の
ド
ン
ジ
ャ
（
夜
着
）

で
す
。
何
層
に
も
継
ぎ
あ
て
ら
れ
た
布
。
そ
の
中
に
は
麻
の

綿
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ず
っ
し
り
と
重
い
夜
着
。
麻
布
の
ほ

か
、
木
綿
布
も
使
わ
れ
た
補
修
の
後
。
そ
の
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
外

見
こ
そ
が
、
今
回
の
展
覧
会
を
象
徴
す
る
も
の
だ
、
そ
う
判

断
し
て
最
初
に
見
て
い
た
だ
こ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
「
ボ
ロ
」
を
い
ち
早
く
集
め
、
今
日
の
私
た
ち

に
伝
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
田
中
さ
ん
は
、
衣
生
活
の
研
究

者
と
し
て
有
名
で
す
。
津
軽
コ
ギ
ン
に
南
部
菱
刺
。
こ
う
し

た
北
の
衣
の
文
化
を
資
料
と
し
て
数
多
く
収
集
し
、
そ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

体
験
と
生
活
か
ら
語
る

　

講
演
が
始
ま
る
前
、
田
中
さ
ん
と
打
合
せ
し
て
い
た
と
き
、

「
今
回
の
展
覧
会
の
図
録
に
立
派
な
仕
事
着
の
論
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
話
は
あ
れ
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
主
催
者
で
あ
る
私
た
ち
へ
の

礼
儀
と
し
て
の
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
講

演
会
が
始
ま
っ
て
、
話
が
進
む
に
つ
れ
て
、
田
中
さ
ん
は
「
学

問
」
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
し
て
「
理
論
」
と
し
て
で
も
な

く
、「
生
活
」
の
事
実
と
し
て
の
話
を
、
布
の
豊
か
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
し
て
語
り
は
じ
め
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
実
感
の
と
も

な
う
生
活
と
し
て
の
「
布
」
が
今
回
の
田
中
さ
ん
の
語
り
た

い
こ
と
、
語
る
べ
き
こ
と
と
し
て
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
モ
ン
ペ
な
ど
の
下
衣
。
若
い
う
ち
は
、
膝
を
つ

い
て
の
ふ
き
掃
除
な
ど
も
あ
っ
て
、
膝
が
傷
む
。
年
寄
は
草

取
り
を
す
る
と
き
、
腰
を
下
ろ
し
な
が
ら
す
る
。
だ
か
ら
お

尻
が
汚
れ
、
傷
む
。
一
着
の
モ
ン
ペ
か
ら
、
そ
う
だ
、
こ
れ

は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
は
い
て
い
た
の
だ
、
と
推
測
で
き
る
。

こ
う
い
う
、
実
に
生
活
の
実
感
に
基
づ
い
た
話
が
田
中
さ
ん

ら
し
さ
な
の
で
す
。

　

そ
の
姿
勢
を
示
す
も
の
が
段
ボ
ー
ル
箱
一
杯
の
資
料
で
す
。

こ
れ
は
講
演
の
た
め
だ
け
に
あ
ら
か
じ
め
青
森
か
ら
送
っ
て

き
た
も
の
で
、
講
堂
の
演
台
の
横
の
机
の
上
に
並
べ
ら
れ
ま

し
た
。
実
際
に
手
に
と
っ
て
欲
し
い
、
触
っ
て
欲
し
い
、
そ

う
い
う
こ
と
が
、
言
葉
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
田
中
さ
ん

の
行
動
と
な
っ
て
現
実
化
す
る
の
で
す
。

自
由
闊
達
に

　

す
で
に
、
田
中
さ
ん
の
話
は
自
由
の
境
地
に
達
し
て
い
ま

す
。
き
っ
と
頭
脳
だ
け
で
は
な
く
体
全
体
に
染
み
込
ん
だ
数

多
く
の
事
例
が
、
田
中
さ
ん
の
喉
を
震
わ
せ
口
か
ら
音
声
と

な
っ
て
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
話
は
生
い
立
ち

か
ら
始
ま
る
の
で
す
。
生
活
に
染
み
込
ん
だ
話
は
、
体
に
染

み
込
ん
だ
順
序
を
追
っ
て
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
の
力
と

な
る
の
で
す
。
考
古
学
に
目
覚
め
た
と
き
。
そ
こ
か
ら
、
今

度
は
布
へ
の
関
心
。
布
と
い
う
も
の
が
深
く
生
活
の
中
に
根

ざ
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
地
域
的
な
相
違
へ
の
気
付
き
。

夢
中
で
集
め
る
こ
と
。
百
台
を
優
に
越
え
る
地
機
。
こ
う
し

た
も
の
、
実
物
の
資
料
へ
の
執
着
。
汚
れ
た
ボ
ロ
を
集
め
る

こ
と
。

　

田
中
さ
ん
の
体
の
中
に
刻
印
さ
れ
た
多
様
な
経
験
が
こ
う

し
て
こ
の
講
演
で
具
体
的
に
示
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

普
通
の
タ
イ
プ
の
研
究
者
に
は
な
い
、
深
い
感
銘
を
聴
講

し
た
人
々
に
も
た
ら
し
た
の
で
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
、
今

回
の
展
覧
会
に
ふ
さ
わ
し
い
お
話
で
し
た
。

（
民
俗
担
当　

榎
陽
介
）

フタバスズキリュウ全身骨格復元模型
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冬
の
特
選
資
料
展
予
告

奥
会
津
の
職
人
巻
物

　

福
島
県
南
会
津
郡
只
見

町
周
辺
で
は
、
職
人
の
由

来
や
そ
の
祖
神
の
由
来
・

祭
の
方
法
な
ど
を
記
述
し

た
巻
物
を
所
持
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
業
が
営
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
屋
根
葺
・
番

匠
（
大
工
）・
木
地
挽
・

元
山
（
伐
採
）
な
ど
の
ほ

か
、
伯
楽
（
馬
医
）
や
産

婆
の
巻
物
な
ど
特
殊
な
生

業
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
巻
物
は
、
桐
の

箱
に
入
れ
ら
れ
、
神
棚
や

蔵
な
ど
に
大
切
に
保
管
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
只
見
町

で
は
、
現
在
で
も
、
番
匠
が
上
棟
式
に
巻
物
を
拡
げ
祈
祷

を
行
っ
て
お
り
、
巻
物
を
所
持
す
る
こ
と
が
一
人
前
の
職

人
で
あ
る
と
い
う
、
巻
物
の
民
俗
が
今
日
ま
で
生
き
て
い

ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所

と
の
共
同
開
催
で
す
。
奥
会
津
地
方
の
職
人
の
気
質
と
民

俗
に
つ
い
て
、
最
新
の
研
究
成
果
か
ら
展
示
し
ま
す
。

（
民
俗
担
当　

佐
々
木
長
生
）

■
冬
の
特
選
資
料
展
《
奥
会
津
の
職
人
巻
物
》
は
、
平
成
一
九
年
一
月
二
〇
日
（
土
）
か
ら
二
月

二
五
日
（
日
）
ま
で

伯楽（馬の医）の巻物　個人蔵

研
究
ノ
ー
ト

皇
女
和
宮
の
書
状
と
家
茂
の
返
翰

阿
部
綾
子　

歴
史
担
当

　

当
館
と
若
松
城
天
守
閣
と
の
初
の
共
同
企
画
展
「
徳
川
将

軍
家
と
会
津
松
平
家
」（
平
成
一
八
年
九
月
三
〇
日
〜
一
一
月

五
日
）
に
お
い
て
、
仁
孝
天
皇
の
皇
女
和
宮
（
一
八
四
六
〜

七
七
）
の
自
筆
書
状
が
二
通
、
出
品
さ
れ
ま
す
。
幕
末
の
動

乱
の
中
、
公
武
合
体
推
進
の
た
め
に
一
四
代
将
軍
家
茂
（
一

八
四
六
〜
六
六
）
に
嫁
い
だ
和
宮
。
政
略
的
な
側
面
が
強
調

さ
れ
る
こ
と
の
多
い
こ
の
結
婚
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

　

二
人
の
婚
儀
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
二
月
、
江
戸

城
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
偶
然
に
も
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

閏
五
月
に
生
ま
れ
た
二
人
は
、
こ
の
時
一
七
歳
で
し
た
（
数

え
年
、
以
下
同
）。

　

家
茂
は
婚
儀
の
翌
年
三
月
、
公
武
合
体
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
三
代
将
軍
家
光
以
来
と
な
る
将
軍
上
洛
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
家
茂
の
上
洛
は
三
度
に
及
び
、
慶
応
二
年
（
一
八
六

六
）
七
月
に
二
一
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
の
も
大
坂

城
中
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
婚
儀
後
の
家
茂
は
江
戸
城
に
不

在
で
あ
る
期
間
が
長
く
、
夫
婦
で
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
の
で

き
た
時
間
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

滞
京
中
の
夫
家
茂
に
対
し
て
書
き
送
っ
た
の
が
今
回
出
品
さ

れ
る
和
宮
の
書
状
〔
①
文
久
四
年
（
一
八
六
四
、
二
月
二
〇

日
に
元
治
と
改
元
）
二
月
九
日
付
、
②
元
治
元
年
四
月
五
日

付
〕
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
通
の
書
状
の
間
に
ち
ょ
う
ど
当
て
は

ま
る
家
茂
の
返
翰
〔
1
元
治
元
年
二
月
付
〕
も
、
今
回
揃
っ

て
出
品
さ
れ
ま
す
。
家
茂
の
返
翰
は
残
念
な
が
ら
写
し
で
す

が
、
三
通
の
書
状
を
読
み
く
ら
べ
る
と
、
二
人
が
ど
ん
な
や

り
と
り
を
交
わ
し
て
い
た
の
か
が
良
く
分
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
書
状
の
主
旨
は
、
①
家
茂
の
無
事
の
着
京
・

右
大
臣
昇
進
に
対
す
る
祝
詞
お
よ
び
家
茂
の
政
務
成
功
祈
念
、

1
右
大
臣
昇
進
に
対
す
る
祝
詞
へ
の
礼
お
よ
び
従
一
位
宣
下

の
報
告
、
②
政
務
成
功
祈
念
お
よ
び
種
々
の
品
を
も
ら
っ
た

こ
と
に
対
す
る
礼
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
書

状
の
内
容
を
詳
細
に
見
て
ゆ
く
と
、
二
人
が
お
互
い
を
思
い

や
る
行
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
節
々
に
読
み
取
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
家
茂
は
、
参
内
の
折
に
孝
明
天
皇
（
一
八
三
一
〜

六
六
）
手
ず
か
ら
賜
っ
た
御
酒
を
特
に
願
っ
て
頂
戴
し
、
は

る
ば
る
和
宮
の
元
に
届
け
て
い
ま
し
た
。
久
々
に
兄
帝
の
御

酒
を
味
わ
っ
た
和
宮
は
、「
遠
方
な
か
ら
御
風
味
も
か
は
り
不

申
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
対
し
て
和
宮
は
、
江
戸
城
に
住
む

家
茂
の
生
母
実
成
院
（
徳
川
斉な

り

順ゆ
き

側
室
）
に
「
日
々
面
会
」

す
る
な
ど
細
や
か
な
気
配
り
を
見
せ
、
兄
帝
の
「
御
酒
」
を

も
分
け
与
え
、
そ
の
次
第
を
家
茂
に
知
ら
せ
て
心
労
多
い
夫

君
を
安
心
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
茂
は
、
上
洛
後
に
和
宮
の
伯
父
・
橋
本
中
納
言

（
橋
本
実

さ
ね
あ
き
ら麗
、
一
八
〇
九
〜

八
二
）
を
招
い
て
「
ゆ
る
ゆ

る
対
話
」
し
た
こ
と
、
そ
の

際
色
々
噂
話
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
（「
天
之
外
之
喜

悦
」）こ
と
を
和
宮
に
伝
え
て

い
ま
す
。
和
宮
は
母
・
観
行

院
（
橋
本
経
子
、
一
八
二
六

〜
六
五
）
の
実
家
で
あ
る
橋

本
家
で
養
育
さ
れ
た
た
め
、

話
題
の
中
心
は
和
宮
の
こ
と

だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

家
茂
も
ま
た
、伯
父
が「
元
気

壮
健
」
で
い
る
こ
と
を
和
宮

に
知
ら
せ
、
和
宮
を
気
遣
っ

て
い
た
の
で
す
。

　

※
三
通
の
書
状
は
、
会
期
中
、
当
館
と
若
松
城
天
守
閣
の

両
会
場
に
出
品
し
ま
す
。

静寛院宮（和宮）肖像写真　德川記念財団蔵

和宮（親子内親王）書状　徳川家茂宛　德川記念財団蔵

ト
ピ
ッ
ク
ス

九
月
一
八
日
（
祝
）
ま
で
、
白
河
市
の
ま
ほ
ろ
ん
（
福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
）
を

会
場
に
、
移
動
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
開
催
前
の
四
日
間
、
苦
労
の
準
備
期
間
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

移
動
展
「
馬
と
人
と
の
年ク

ロ
ニ
ク
ル

代
記
in
ま
ほ
ろ
ん
〜
大
陸
か
ら
ふ
く
し
ま
へ
」
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
開
催
前
の
四
日
間

八
月
一
日
（
火
）

　

朝
、
博
物
館
に
て
展

示
品
や
解
説
パ
ネ
ル
、

展
示
用
具
な
ど
を
車
に

積
み
込
み
、
い
ざ
、
ま

ほ
ろ
ん
へ
。午
後
、ま
ず

は
積
み
荷
を
降
ろ
し
、

レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
図
面

を
見
な
が
ら
展
示
ケ
ー

ス
を
置
い
て
い
き
ま
す

（
写
真
１
）。こ
れ
が
難

し
い
！

八
月
二
日
（
水
）

　

午
前
中
、
壁
に
説
明

用
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し

ま
し
た
。
ピ
ン
で
打
ち

込
ん
だ
り
、
上
か
ら
吊

し
た
り
…
。
午
後
、
い

よ
い
よ
展
示
品
を
ケ
ー

ス
内
に
置
い
て
い
き
ま

す
（
写
真
２
）。
な
る
べ

く
見
や
す
く
、
き
れ
い

に
、
そ
し
て
、
安
全
に
。

気
を
使
う
作
業
で
す
。

八
月
三
日
（
木
）

　

午
前
中
、
よ
う
や
く
展
示

品
を
並
べ
終
え
ま
し
た
。
モ

ノ
を
壊
さ
ず
に
で
き
た
こ
と

で
一
安
心
。
午
後
、
最
後
の

仕
上
げ
は
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で

す
。
展
示
品
を
効
果
的
に
み

せ
る
に
は
、
欠
か
せ
な
い
作

業
で
す
（
写
真
３
）。

八
月
四
日
（
金
）

　

展
示
室
の
前
に
、体
験
コ
ー

ナ
ー
と
は
に
わ
馬
を
設
置
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
完
成
！

　

午
後
に
は
報
道
機
関
向
け

内
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

八
月
五
日
（
土
）

　

い
よ
い
よ
開
幕
。
た
く
さ

ん
の
人
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
（
写
真
４
）。

写真１　ケースを所定の位置に配置します。写真２　展示品を並べます。慎重に…。

写真３　ライティング、光を操り、美しく。

写真４　無事開幕。ありがとうございました。

（
考
古
担
当　

横
須
賀
倫
達
）
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「
く
ら
し
の
器―

鰊
鉢
か
ら
大
皿
ま
で
」　

会
期　

一
一
月
二
一
日（
火
）〜
一
月
二
一
日（
日
）

◎
企
画
展
関
連
行
事

○
記
念
講
演
会

「
天
下
泰
平
の
終
焉

―

悲
劇
の
会
津
松
平
家
と
徳
川
将
軍
家―

」

講
師　

德
川
記
念
財
団
理
事
長　

德
川
恒
孝
さ
ん

日
時　

一
〇
月
一
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

○
記
念
講
演
会　

「
戊
辰
戦
争
前
後
の
会
津
」

講
師　

中
央
大
学
教
授　

松
尾
正
人
さ
ん

日
時　

一
〇
月
八
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

○
展
示
解
説
会

講
師　

德
川
記
念
財
団
学
芸
員　

柳
田
直
美
さ
ん

日
時　

九
月
三
〇
日（
土
）午
前
一
〇
時
〜
一
一
時

講
師　

当
館
学
芸
員

日
時　

一
一
月
四
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

日
時　

一
一
月
五
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

◎
考
古
学
講
座

※「
縄
文
土
器
の
野
焼
き
」

講
師　

学
芸
員　

森
幸
彦　

高
橋
満

日
時　

一
〇
月
一
日（
日
）午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時

※「
勾
玉
を
つ
く
ろ
う
」

講
師　

学
芸
員　

藤
原
妃
敏

日
時　

一
一
月
一
二
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
保
存
科
学
講
座

※「
見
え
な
い
光
で
資
料
を
調
べ
る―

赤
外
線
写
真
・

Ｘ
線
写
真
を
用
い
た
資
料
調
査
の
実
際―

」

講
師　

学
芸
員　

松
田
隆
嗣

日
時　

一
〇
月
七
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

◎
歴
史
講
座

※「
史
跡
探
訪―

若
松
城
を
歩
く
」

講
師　

学
芸
員　

高
橋
充　

木
田
浩
ほ
か

日
時　

一
〇
月
一
四
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

◎
美
術
講
座

「
近
く
で
楽
し
む
博
物
館
収
蔵
品
ガ
イ
ド
５

―

軍
記
物
語
絵
と
甲
冑
」

講
師　

学
芸
員　

川
延
安
直　

小
林
め
ぐ
み　

日
時　

一
〇
月
二
〇
日（
金
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
近
く
で
楽
し
む
博
物
館
収
蔵
品
ガ
イ
ド
６

―

飲
中
八
仙
図
と
酒
器
」

講
師　

学
芸
員　

川
延
安
直　

小
林
め
ぐ
み

日
時　

一
一
月
一
七
日（
金
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
う
る
し
の
技
に
挑
戦―

金
継
ぎ
１
」

講
師　

会
津
工
芸
新
生
会
副
会
長　

大
塚
栄
一
さ
ん

日
時
一
一
月
一
九
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
う
る
し
の
技
に
挑
戦―

金
継
ぎ
２
」

講
師　

会
津
工
芸
新
生
会
副
会
長　

大
塚
栄
一
さ
ん

日
時　

一
一
月
二
六
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
会
津
型
紙
で
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
１
」

講
師　

喜
多
方
染
織
グ
ル
ー
プ
れ
ん
が
代
表

冠
木
昭
子
さ
ん

日
時　

一
二
月
二
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
会
津
型
紙
で
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
２
」

講
師　

喜
多
方
染
織
グ
ル
ー
プ
れ
ん
が
代
表

冠
木
昭
子
さ
ん

日
時　

一
二
月
三
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
近
く
で
楽
し
む
博
物
館
収
蔵
品
ガ
イ
ド
７

―

阿
弥
陀
来
迎
図
と
法
華
経
」

講
師　

学
芸
員　

川
延
安
直　

小
林
め
ぐ
み

日
時　

一
二
月
一
五
日（
金
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
自
然
史
講
座

※「
鶴
ヶ
城
の
野
鳥
」

講
師　

会
津
養
護
学
校
教
諭　

古
川
裕
司
さ
ん

日
時　

一
一
月
一
九
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

◎
体
験
講
座

※「
わ
ら
ぞ
う
り
を
つ
く
ろ
う
」

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

鈴
木
幸
雄
さ
ん

日
時　

一
一
月
一
一
日（
土
）

午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時

※「
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う

―

す
り
こ
ぎ
ト
ン
ボ
を
つ
く
ろ
う
」

講
師　

展
示
解
説
員　

國
府
由
美
子
ほ
か

日
時　

一
一
月
一
八
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

※「
唐
人
凧
づ
く
り
」

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

鈴
木
英
夫
さ
ん

日
時　

一
〇
月
一
五
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
三
島
の
編
組
細
工
」

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

五
十
嵐
三
美
さ
ん

日
時　

一
〇
月
二
九
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
中
ノ
沢
の
こ
け
し
つ
く
り
」

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

瀬
谷
幸
次
さ
ん

日
時　

一
一
月
三
日（
金
・
祝
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
注
連
縄
つ
く
り
」

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

鈴
木
幸
雄
さ
ん

日
時　

一
二
月
一
七
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

博
物
館
再
発
見

◎
第
六
回「
戦
争
と
人
々
の
く
ら
し
」

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄　

学
芸
員　

関
口
功

日
時　

一
〇
月
五
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

＊
第
六
回
は
都
合
に
よ
り
九
月
二
〇
日
か
ら
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

◎
第
七
回「
城
下
の
く
ら
し
」

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄　

学
芸
員　

阿
部
綾
子

日
時　

一
〇
月
一
九
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
第
八
回「
板
碑
に
つ
い
て
」

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄　

学
芸
員　

高
橋
充

日
時　

一
一
月
一
六
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
第
九
回「
恵
日
寺
絵
図
を
読
む
」

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄　　
学
芸
員　

木
田
浩

日
時　

一
二
月
二
一
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
お
も
し
ろ
実
験
室
☆
氷
の
結
晶
を
つ
く
ろ
う
！
」

日
時　

一
〇
月
八
日（
日
）

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

「
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
！
」

日
時　

一
二
月
一
〇
日（
日
）

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

＊
展
示
解
説
員
が
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

＊
時
間
内
随
時
受
付　

所
要
時
間
二
〇
分
程
度

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
の
案
内
で
す
。

＊
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
の
午
前
一
一
時
と
午
後

二
時
か
ら
三
〇
分
程
度
行
い
ま
す
。

＊
な
お
、
他
の
行
事
と
重
な
る
場
合
は
開
催
い
た

し
ま
せ
ん
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、

月
行
事
予
定
表
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

一
一
月
三
日（
金
・
祝
）文
化
の
日

一
一
月
一
日（
水
）〜
一
一
月
五
日（
日
）

＊
ふ
く
し
ま
教
育
週
間
に
よ
り
、
小
・
中
学
生
、
高

校
生
は
企
画
展
を
無
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
〇
月　
　

一
六
日（
月
）

一
一
月　
　

六
日（
月
）・
一
三
日（
月
）・
二
〇
日（
月
）

二
四
日（
金
）・
二
七
日（
月
）

一
二
月　
　

四
日（
月
）・
一
一
日（
月
）・
一
八
日（
月
）

二
五
日（
月
）

年
末
年
始　

一
二
月
二
八
日（
木
）〜
一
月
四
日（
木
）

常
設
展
示
室
「
歴
史
・
美
術
」
テ
ー
マ
展
示

講
演
・
講
座

※
は
要
申
込

木
曜
の
広
場

場
所　

講
堂　

入
場
無
料

は
く
ぶ
つ
か
ん
で
遊
ぼ
ぉ
！

場
所　

体
験
学
習
室

や
さ
し
い
展
示
解
説
会

常
設
展
無
料
開
放
日

一
〇
〜
一
二
月
の
休
館
日

企
画
展
無
料
開
放
日

実
演

場
所　

体
験
学
習
室


